












よれば，2003年から2008年にかけて全体の 3 分の 1 の大学で卒業率が低下した。例えば，
ノースダコタ州立大学で 6 ％，ボウリンググリーン州立大学では 7 ％，ウィルミントン大





“Graduation Rates Fall at One-Third of 4-Year Colleges”
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―























































































































































大学の 3 分の 1 で卒業率が低下した」であり， 3 分の 2 は上昇したのである。本文にもあ
るように，平均卒業率（ 6 年以内)は2％上昇し，約53％である。一方，日本の大学はどう




メリカでは編入学が容易であり，学費の安い公立の 2 年制大学から 4 年制大学へ編入する
学生は少なくない点が挙げられよう。
　大学の卒業率を上げるためには離学者を減らすことが重要になる。そのためには大学は
学生がその大学に留まりたいと思うような質の高い，魅力的な教育を提供することに努め
なければならない。これは日米の大学に共通することである。
